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　【目的】小児看護学援助論演習に状況設定シミュレーションを導入し、2 歳 6 か月児のバイタルサイン（以
下 VS と略す）測定後の学生の自己評価から、看護師役と観察者役の学生の 2 つの視点から学びを明らか
にすることを目的とした。
　【方法】看護学部 3 年生 82 名を対象に、小児看護学援助論演習に状況設定シミュレーションを実施した。
2 歳 6 か月、胃腸炎の子どもの事例であった。状況設定シミュレーション実施後に、看護師役の学生は、
VS 測定に関する 29 の質問項目について 4 段階で評価し、さらに自由に学びを記述した。観察者役の学生
は自由に学びを記述した。質問項目の分析は、記述統計量を求め、自由記述文は、Berelson の内容分析の
手法で行った。
　【結果】看護師役学生への質問項目 29 項目のうち、80％以上できたと思う割合の項目は、25 項目であり、
『実施』に属する項目では、13 項目中 12 項目が 90％以上であった。看護師役の自由記述文では、合計 25
記録単位が得られ、4 つのカテゴリと 7 つのサブカテゴリが抽出された。観察者役の自由記述文では、合







































































































1．対象：A 大学看護学部 3 年生 82 名（女性のみ）。
同意の得られた 74 名を分析対象とした。
2．調査時期：2017 年 7 月
3．演習計画 












ンを 10 分間実施し、その後、デブリーフィングを 15
分実施した。10 分間の休憩後 1 回目と同様にシミュ
レーションとデブリーフィングを実施した。





































29 項目とした。回答は 4 段階とし、「1 できなかった」



























Ⅲ．期 間 年次 月～ 月
Ⅳ．日程と内容項目
表１ 小児看護学援助論 授業回数別教育内容表 コマ 時間
Ⅴ．評価 小テスト 終了テスト ％，看護計画 演習への参加度・その他 ％
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資料 2　小児看護学援助論演習・状況設定シミュレーション演習概要
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【 スケジュール表 】  
 1名の学生は、1コマ2セッションを体験する。 





























































　今回は 3 名の小児看護学専門の研究者と 1 名の分
析者（小児専門の教員）により分析をした。集計に



























29 項目のうち、「3 まあまあできた」「4 できた」を選
択した割合の合計が 80％を超えた項目は、『準備』で
は 13 項目のうち 10 項目、『実施』では 13 項目のう



























表 1　　看護師役の学生による質問項目に対する自己評価　　　　　　　N ＝ 23 名












































































割合が 80％未満だった項目は、『準備』では 13 項目
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表３　観察役学生の状況設定シミュレーション後の自己評価













































　2 歳 6 か月児の VS 測定の実施ができたかの問い
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に、80％以上の学生が 29 項目の内 25 項目と、多くの
項目で「できた」「よくできた」と回答し、特に、『実
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